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本章が初めてである。推定の際には、マル優制度の非課税限度額を考慮した年齢ごとの限界税率を初めて用いており、
税制改革の効果を分析する上では、特に重要な貢献であると言える。また、収益率の内生性を考慮するために、マル
優制度改革や日本家計の資産構成に関する先行研究においては初めて、generalized method of moments により推定
を行った。 




















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、家計の資産選択行動を様々な観点から分析したものである。まず、国を問わず、初めて家計データを用
いて預金者規律の存在について検証し、預金保険制度の改正が家計の預け替え行動に与えた影響についても検証して
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